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は
じ
め
に

中
川
四
明
、
本
名
中
川
重
麗
著
『
俳
諧
美
学
』
は
、
正
し
く
は
『
平
言
俗
語　

俳
諧
美
学　

全
』
と
し
て
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月　

博
文
館
よ
り
発

行
さ
れ
た
俳
論
書
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
は
、
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
る
、
俳
諧
の
発
句
を
以
て
「
美

学
」
を
説
こ
う
と
す
る
、
新
鮮
な
手
法
で
執
筆
さ
れ
た
、
他
に
類
例
の
見
ら
れ

な
い
特
異
な
俳
論
書
で
あ
っ
た
。

発
行
時
期
は
、
正
岡
子
規
が
明
治
三
二
年
一
月
『
俳
諧
大
要
』
で
「
美
の
標

準
」
を
掲
げ
、
同
年
十
二
月
に
『
俳
人
蕪
村
』
を
刊
行
し
て
お
よ
そ
七
年
、
そ

の
子
規
が
明
治
三
五
年
に
没
し
て
四
年
と
五
ヶ
月
の
こ
と
で
あ
る
。

書
名
は
凡
例
に
「
本
書
題
し
て
平
言
俗
語
、
俳
諧
美
学
と
い
ふ
」
と
あ
る
通

り
、」「
平
言
俗
語
」
と
い
う
角
書
き
を
持
つ
。
そ
の
意
図
は
「
猶
ほ
俳
句
を
以

て
振
仮
名
と
な
し
た
る
一
種
の
美
学
と
い
ふ
が
如
し
。
要
は
務
め
て
通
俗
に
審

美
學
の
大
意
を
説
く
に
在
り
」
と
い
う
。

森
鷗
外
が
大
村
西
崖
と
と
も
に
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
美
学
『
審
美
綱
領
』
を
刊

行
（
明
治
三
二
・
六
）
し
て
以
来
、
急
速
に
高
ま
る
審
美
学
（
以
下
、
美
学
と

略
す
）
を
、
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
る
俳
諧
の
発
句
（
以
下
、
発
句
と
略
す
）

を
用
い
て
、
漢
字
に
振
り
仮
名
し
て
読
み
方
を
示
す
よ
う
に
、
平
易
に
説
い
て

見
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
日
本
に
は
西
洋
の
美
学
の
よ

う
な
一
貫
し
た
思
索
の
集
成
が
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、「
獨
り
俳
諧
を
学
べ

る
人
の
為
め
な
ら
ず
、
美
學
を
修
め
ん
と
欲
す
る
人
の
為
め
に
も
」
高
き
に
登

る
階
梯
と
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

『
俳
諧
美
学
』
は
翌
四
〇
年
五
月
に
は
第
三
版
を
発
行
し
、
最
終
的
に
は
第

四
版
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
当
時
の
人
々
が
審
美
学
の
書
を
強
く
求
め
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
当
時
の
代
表
的
俳
人
、
内
藤
鳴
雪
と
河
東
碧
梧
桐
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

我
が
俳
道
に
於
い
て
理
論
に
慣
れ
理
論
を
解
し
、
根
底
あ
る
批
評
（
前

提
も
無
く
意
に
任
せ
て
為
す
批
評
の
反
対
）
を
為
し
、
ま
た
完
全
な
る
句

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
3
年
　
根
本　

文
子

中
川
四
明
著
『
俳
諧
美
学
』
序
説
　
─ 

発
句
に
お
け
る
美
の
諸
相 

─



─ 68 ─

を
為
す
に
は
、
多
少
に
限
ら
ず
審
美
學
の
消
息
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
内

藤
鳴
雪
「
中
川
氏
の
俳
諧
美
学
」・『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
九
巻
十
号
「
老
梅
居

雑
話
」）

内
藤
鳴
雪
は
、
常
磐
会
寄
宿
舎
の
監
督
と
な
り
、
寄
宿
生
の
子
規
の
感
化
で

俳
句
を
始
め
、
子
規
没
後
も
日
本
派
の
長
老
と
し
て
、
多
く
の
雑
誌
、
新
聞
の

俳
句
選
者
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
渦
中
に
出
版
さ
れ
た
『
俳
諧
美
学
』
に
は
多

大
な
関
心
を
示
し
、「
根
底
あ
る
批
評
」
や
「
完
全
な
る
句
を
為
す
」
た
め
に

は
「
審
美
學
の
消
息
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
文
章
か
ら
は
、
子
規
の
俳
句
革
新
を
更
に
進
め
る
た
め
に
、
ま
た
、
子
規
派

（
蕪
村
派
）
と
し
て
誕
生
す
る
多
く
の
俳
人
を
指
導
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
美
学
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

「
俳
諧
美
学
」
は
そ
の
素
養
の
あ
る
美
学
と
、
其
後
の
研
究
に
成
つ
た

俳
諧
と
を
統
合
し
た
翁
の
意
見
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
詞
を
換
へ

て
言
へ
ば
、
比
較
的
多
く
の
人
に
わ
か
り
易
い
、
又
例
証
の
出
来
易
い
俳

諧
に
よ
つ
て
、
美
学
の
一
班
を
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。（
略
）
こ
の
書

の
目
的
は
、
日
本
に
中
川
四
明
と
い
ふ
審
美
学
者
の
あ
る
こ
と
を
認
め
ら

れ
ん
が
為
に
作
つ
た
の
で
は
な
い
。
美
学
な
ど
は
疎
い
俳
人
に
美
学
の
何

た
る
か
を
知
ら
し
め
ん
が
為
に
と
、
今
一
つ
は
、
日
本
の
文
学
に
俳
句
と

い
ふ
特
殊
な
文
学
の
あ
る
こ
と
を
多
く
の
審
美
学
者
に
知
ら
し
め
ん
が
為

に
叙
述
し
た
の
で
あ
る
。（
河
東
碧
梧
桐
「
蚊
帳
つ
り
草
」
明
治
三
九
・

六
・
一
八
『
日
本
』）

河
東
碧
梧
桐
は
子
規
没
後
、
新
聞
『
日
本
』
の
選
者
を
継
承
、
当
時
は
新
風

唱
道
の
た
め
全
国
行
脚
を
す
る
な
ど
し
て
碧
派
を
形
成
、
晩
年
は
蕪
村
研
究
に

力
を
注
い
で
い
る
。

碧
梧
桐
の
見
解
は
『
俳
諧
美
学
』
は
美
学
に
疎
い
俳
人
に
美
学
と
は
何
か
を

知
ら
せ
る
た
め
と
、「
日
本
の
文
学
に
俳
句
と
い
う
特
殊
な
文
学
の
あ
る
こ
と

を
審
美
学
者
に
知
ら
し
め
ん
が
為
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
や
は
り
日
本

固
有
の
文
化
で
あ
る
俳
句
を
、
美
学
を
も
っ
て
向
上
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
審
美
学
者
に
も
俳
句
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
当
時
の
俳
人
の
美
学
に

対
す
る
信
頼
が
見
て
と
れ
る
。

一　

発
句
に
於
け
る
美
の
諸
相

四
明
が
『
俳
諧
美
学
』
執
筆
に
あ
た
り
用
意
し
た
句
は
、
芭
蕉
以
前
の
荒
木

田
守
武
や
松
永
貞
徳
か
ら
、
子
規
、
虚
子
、
碧
梧
桐
に
至
る
ま
で
、
広
い
年
代

か
ら
収
集
し
、
そ
の
総
数
五
二
七
句
で
あ
る
。

集
計
表
に
二
〇
位
ま
で
の
掲
載
俳
人
と
掲
載
句
数
を
纏
め
る
と
、
一
位
が
蕪

村
で
一
一
〇
句
、
二
位
が
芭
蕉
、
三
位
が
一
茶
と
続
き
、
蕪
村
句
が
全
体
の
お

よ
そ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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資
料
1　

引
例
掲
載
句
一
覧

　
　
　
　

総
数
5
2
7
句
に
対
す
る
掲
載
俳
人
と
掲
載
句
数
順
位

①　

蕪
村　
　
　

1
1
0
句　
　
　
　
　
　

全
体
の
約　

20　

パ
ー
セ
ン
ト

�

（
四
捨
五
入
）

②　

芭
蕉　
　
　
　
　

49
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9　

パ
ー
セ
ン
ト

③　

一
茶　
　
　
　
　

33
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6　

パ
ー
セ
ン
ト

④　

子
規　
　
　
　
　

31
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6　

パ
ー
セ
ン
ト

⑤　

四
明　
　
　
　
　

20
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

パ
ー
セ
ン
ト

⑥　

太
祇　
　
　
　
　

19
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

パ
ー
セ
ン
ト

⑦　

其
角　
　
　
　
　

15
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　

パ
ー
セ
ン
ト

⑧　

几
菫　
　
　
　
　

13
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

パ
ー
セ
ン
ト

⑨　

露
月　
　
　
　
　

8
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

パ
ー
セ
ン
ト

⑩　

蓼
太　
　
　
　
　

5
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
9　

パ
ー
セ
ン
ト

⑪　

蜀
山
人　
　
　
　

5
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
9　

パ
ー
セ
ン
ト

⑫　

園
女　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑬　

許
六　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑭　

暁
台　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑮　

秋
色　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑯　

召
波　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑰　

青
　々
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑱　

千
代　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑲　

凡
兆　
　
　
　
　

4
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
8　

パ
ー
セ
ン
ト

⑳　

鬼
貫　
　
　
　
　

3
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
・
6　

パ
ー
セ
ン
ト

�

（
20
位
以
下
省
略
）

右
の
よ
う
な
事
実
は
、
西
洋
の
美
学
に
対
応
す
る
日
本
の
美
を
、
発
句
を
以

て
説
く
た
め
に
は
、
蕪
村
句
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
四
明
の
判
断
に
基
づ

く
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
引
用
最
多
の
蕪
村
句
を
、
講
談

社
版
『
蕪
村
全
集
』（
第
一
巻
、
発
句
）
の
尾
形
仂
・
森
田
蘭
の
校
注
に
よ
っ

て
検
証
し
、
以
て
『
俳
諧
美
学
』
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
子
規
の
蕪
村

称
揚
を
背
景
と
し
た
、
近
代
俳
句
黎
明
期
に
新
し
い
光
を
あ
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
四
明
が
、
俳
諧
と
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
の
な
か
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
美
学
を
取
り
入
れ
て
俳
諧
を
文
学
と
し
て
高
め
、
同
時
に
俳
諧
の
な
か

に
潜
む
日
本
の
美
を
再
認
識
し
、
両
者
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
四
明
の
解
説
か
ら
、
子
規
が
俳
句
の
革
新
に
向

か
う
と
き
、
不
折
か
ら
学
ん
だ
写
生
の
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
俳
句
の

創
造
に
向
け
て
、
美
学
の
理
論
、
そ
の
用
語
を
手
掛
か
り
に
し
て
い
た
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

な
お
、
検
証
の
便
を
考
慮
し
て
以
下
『
蕪
村
全
集
』
を
『
全
集
』
と
略
す
。

ま
た
、『
俳
諧
美
学
』
引
用
文
の
傍
点
は
、
四
明
が
原
文
に
附
し
た
○
印
を
煩

雑
を
避
け
る
た
め
傍
点
に
変
更
し
た
。

更
に
蕪
村
句
は
全
十
章
一
一
〇
句
に
及
ぶ
が
今
回
は
規
定
字
数
の
関
係
で
各

章
か
ら
適
宜
抽
出
し
て
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
書
の
全
体
像
が
見
え
に
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く
い
嫌
い
が
あ
る
の
で
、『
俳
諧
美
学
』
の
目
次
を
資
料
2
と
し
て
次
に
掲
載

す
る
。

目
次
は
第
一
章
誘
引
に
始
ま
り
、
第
十
章
滑
稽
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
細
か

い
項
目
は
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
美
学
受
容
の
揺
籃
期
で
も
あ
り
、
さ

き
に
挙
げ
た
鷗
外
の
『
審
美
綱
領
』
が
非
常
に
難
解
で
、
子
規
も
読
め
な
か
っ

た
と
い
う
反
省
に
立
っ
て
、
出
来
る
限
り
平
易
に
書
く
た
め
に
、
ハ
ル
ト
マ
ン

だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
ゲ
、
レ
ム
ケ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
も
参
考
に
し
た
と
あ
る
の

で
、
四
明
の
意
欲
と
努
力
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。

資
料
2　
『
俳
諧
美
学
』・
目
次

第
一
章　

誘
引

発
端
─
對
境
─
物
體
─
現
象
─
空
間
、
時
間
─
排
列
─
継
続
─
客
観
、
主

観
─
五
官
─
高
級
官
能
─
低
級
官
能
─
脱
實
─
記
憶
の
再
現
─
観
念
─
空

想
力
─
理
想
─
理
想
美
─
性
格
美
─
眞
、
善
、
美
─
感
覺
─
思
考
─
意
忠

─
美
學
の
目
的
─
科
學
─
抽
象
─
具
家
（
象
）
─
概
念

第
二
章　

官
覺

（
一
）
五
官
─
味
覺
─
西
風
鱸
膾
─
實
感
─
画
餅
主
義
─
觸
感
─
距
離
─

摩
挲
─
寒
暖
─
嗅
官
─
霊
的
の
或
物
─
再
現
の
難
易
─
夢
の
試
験
─
聞
香

─
聴
官
─
音
色
─
音
楽
の
説
─
視
官
─
（
二
）
美
醜
の
圖
解
─
快
感
、
不

快
感
─
天
賦
の
範
囲
─
感
覺
の
両
極
─
可
笑
─
可
怖
─
美
的
羅
針
盤
─
優

美
─
壮
美
─
陋
醜
─
怪
醜
─
可
憐
美
─
崇
高
美
─
感
覺
の
階
級

第
三
章　

形
式
の
美

（
一
）
形
式
─
輪
郭
─
分
量
─
規
律
性
─
強
弱
─
大
小
─
明
瞭
─
（
二
）

差
別
─
絶
對
的
単
位
─
對
称
法
─
秩
序
─
（
三
）
総
合
統
一
─
部
分
─
関

節
─
通
観
─
百
老
百
福
─
昆
蟲
─
関
節
性
─
（
四
）
完
全
─
自
由
─
変
化

─
（
五
）
節
調
─
繰
返
し
─
排
列
─
空
間
の
排
列
─
方
圓
─
（
六
）
齊
對

─
比
例
─
平
均

第
四
章　

本
體
の
美

（
一
）
本
體
─
心
的
實
在
─
水
の
本
體
─
現
象
と
本
體
と
の
調
和
─
理
想

─
麟
鳳
─
（
二
）
理
想
を
得
る
範
囲
─
空
想
力
─
（
三
）
非
理
想
派
─
悪

馬
の
性
格
─
芭
蕉
と
蕪
村
─
畸
形
─
無
味
平
板
─
（
四
）
理
想
と
性
格
と

の
一
致
─
兵
士
の
比
喩
─
式

第
五
章　

交
感
の
美

（
一
）
交
感
─
對
境
の
増
減
─
明
暗
─
自
家
の
感
情
─
コ
ン
タ
ラ
ス
ト
─

色
─
（
二
）
聯
想
─
一
題
十
句
─
副
観
念
─
（
三
）
把
住
─
客
観
的
把
住

─
主
観
的
把
住
─
沙
翁
の
類
性
─
（
四
）
空
想
の
幼
稚
─
能
動
、
所
動
─

小
児
の
遊
戯
─
太
古
の
人
民
─
象
徴
─
形
式
の
比
喩
─
理
想
の
體
現
─

（
五
）
流
行
─
（
六
）
趣
味
─
趣
味
の
變
化
─
失
趣
味
─
（
七
）
ク
ラ
シ

ッ
ク
美
─
永
久
の
美
─
第
二
の
自
然
─
（
八
）
象
徴
（
2
）
─
花
言
葉
─

迷
信
─
絵
畫
の
象
徴
─
彫
刻
の
象
徴
─
精
神
的
把
住
─
（
九
）
形
容
─
明

白
な
る
象
徴
─
暗
黒
な
る
象
徴
─
擬
人
法
─
擬
物
法
─
詩
美
の
経
緯
─
異

名
─
武
器
の
命
名
─
枕
詞
─
詠
物
の
詩
─
（
十
）
表
情
術
─
動
物
の
表
情
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─
草
木
自
然
の
表
情
─
（
十
一
）
不
完
美
─
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
美
─
超
自

然
─
空
想
の
能
動
的
作
用
─
海
鼠
の
句
─
幽
玄

第
六
章　

醜
そ
の
他
の
感
覺

（
一
）
醜
─
無
規
律
─
無
變
化
─
嘔
吐
─
醜
の
消
滅
─
醜
の
用
ひ
─
（
二
）

可
怖
─
奥
底
の
知
れ
ぬ
感
じ
─
希
臘
人
─
怪
醜
─
夜
の
方
面
─
自
然
界
の

怪
醜
─
風
俗
と
の
関
係
─
（
三
）
可
笑
─
物
足
ら
ぬ
感
じ
─
無
味
平
板

（
2
）
─
陋
醜
─
俳
諧
は
社
会
畫
─
（
四
）
優
美
─
可
憐
美
─
美
の
放
縦

─
自
然
の
可
憐
美
─
修
辞
─
愛
嬌
─
純
美
─
男
子
と
女
子
─
時
代
の
柔
弱

第
七
章　

壮
美　

崇
高

（
一
）
壮
美
─
崇
高
─
測
る
可
か
ら
ざ
る
調
和
─
量
的
崇
高
─
（
二
）
空

間
に
於
け
る
崇
高
─
天
文
地
理
の
壮
美
─
（
三
）
力
的
崇
高
─
力
士
─
力

の
表
象
─
（
四
）
空
想
の
眩
暈
─
ヒ
オ
ブ
（
宗
教
的
詩
編
）
─
荘
子
─

（
五
）
時
間
に
於
け
る
崇
高
─
古
木
─
古
色
─
歴
史
美
─
開
明
史
的
美

（
六
）
─
自
然
力
の
崇
高
─
猛
獣
の
格
闘
─
戦
争
─
（
七
）
個
人
の
崇
高

─
個
人
本
體
の
崇
高
─
倫
理
的
崇
高
─
其
動
的
─
其
静
的
─
武
士
道
─
人

格
─
威
厳
─
崇
高
の
弱
点
─
崇
高
に
對
す
る
二
種
の
感
覚
─
（
八
）
宇
宙

天
道
の
崇
高
─
悲
壮
の
成
立
─
崇
高
と
藝
術

第
八
章　

葛
藤

葛
藤
─
（
一
）
類
の
葛
藤
─
滑
稽
の
類
葛
藤
─
お
伽
噺
─
（
二
）
閒
逸
─

（
三
）
権
謀
─
蘇
秦
─
（
四
）
長
閒
気
─
（
五
）
感
動
─
（
六
）
多
情
多

恨
─
（
七
）
作
気
─
（
八
）
悲
哀
─
（
九
）
餘
哀
─
餘
觀

第
九
章　

悲
壮

悲
壮
─
悲
壮
は
玉
砕
─
（
一
）
悲
劇
の
大
意
─
葛
藤
の
三
種
─
天
運
─
偶

然
─
罪
科
─
疾
病
─
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
─
悲
劇
の
出
世
間
解
─
宗
教
的
動

機
─
（
二
）
俳
諧
の
悲
壮
─
死
と
唯
物
論
─
人
生
─
寂
び

第
十
章　

滑
稽

玉
砕
瓦
全
─
（
一
）
尋
常
滑
稽
─
小
児
の
無
邪
気
─
動
態
の
急
變
─
静
態

─
凹
凸
線
─
矛
盾
─
自
家
撞
着
─
獨
相
撲
─
猛
獸
、
小
獸
─
泥
酔
感
─
滑

稽
の
三
期
─
我
を
貸
す
─
擬
人
法
─
無
行
儀
─
（
二
）
─
諧
謔
─
外
観
の

滑
稽
─
換
形
─
換
意
─
做
大
─
狂
畫
─
陽
賛
─
そ
の
比
較
─
社
会
観
─

（
三
）
有
情
滑
稽
─
二
人
藝
─
葛
藤
解
─
變
化
自
在
─
諧
謔
と
の
比
較
─

ツ
ア
イ
シ
ン
グ
の
図
解
─
悲
壮
滑
稽

第
一
章　

誘
引

本
章
の
「
誘
引
」
と
は
『
俳
諧
美
学
』
の
導
入
を
意
味
す
る
総
論
で
、
ま
ず

季
題
と
い
う
語
を
対
境
（
対
象
）
と
い
う
美
学
用
語
に
置
き
換
え
て
分
析
す
る
。

す
な
わ
ち
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
俳
諧
の
季
題
と
な
れ
る
も
の
、
月
雪
花
を
始
め
、
天
文
、
地
理
、
動
植

物
等
に
至
る
ま
で
、
其
の
多
き
こ
と
、
殆
ど
挙
げ
て
数
へ
難
し
。
さ
れ
ど
、

美
学
に
於
い
て
は
、
之
を
汎
称
し
て
對
境
又
は
對
象
と
い
ふ
。

次
に
、
對
境
を
物
体
と
現
象
と
に
分
け
、
そ
の
理
由
を
物
体
が
空
間
を
占
め
る

の
に
対
し
て
、
現
象
は
時
間
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
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○
對
境
に
二
種
あ
り
、
一
は
物
体
に
し
て
一
は
即
ち
現
象
な
り
。
例
之
ば
、

月
雪
花
の
如
く
、
実
体
を
有
し
て
應
分
の
空
間
を
填
む
る
も
の
、
是
れ
即

ち
物
体
に
し
て
、
現
象
は
、
之
れ
に
反
し
、
花
の
開
落
、
月
の
盈
欠
、
雪

の
融
け
て
流
る
ゝ
が
如
く
、
総
て
物
体
形
象
の
変
化
、
動
静
を
謂
ひ
、
其

の
間
に
応
分
の
時
間
を
銷
磨
せ
ざ
る
は
な
し
。

そ
し
て
、
時
間
と
空
間
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

○
時
間
は
、
歳
月
に
し
て
尽
く
る
な
く
、
空
間
は
、
宇
宙
に
し
て
窮
ま
り

な
し
、
さ
れ
ど
、
時
間
は
、
唯
だ
現
象
に
よ
り
て
其
の
長
短
疾
序
を
知
り
、

空
間
も
唯
た
物
体
に
よ
り
て
其
の
大
小
厚
薄
を
知
る
を
得
る
の
み
。
故
に

若
し
此
の
二
者
無
か
ら
ん
に
は
、
宇
宙
の
広
大
も
知
る
を
得
ず
、
歳
月
の

悠
久
も
い
か
で
知
る
を
得
ん
。
さ
れ
ば
、
物
体
の
空
間
に
於
け
る
排
列
よ

り
、
距
離
の
遠
近
も
生
じ
、
前
後
左
右
の
別
も
生
じ
、
現
象
の
時
間
に
於

け
る
継
続
よ
り
、
古
今
未
来
の
別
も
生
ず
る
な
り
。

空
間
が
遠
近
や
前
後
左
右
を
認
識
さ
せ
、
時
間
に
よ
っ
て
古
今
未
来
を
説
明
出

来
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
季
題
論
を
踏
ま
え
て
、
蕪
村
句
は
ま
ず
主
観
・
客
観
の
説
明
に
引
用
さ
れ

る
。

○
叙
景
の
句
は
客
観
に
し
て
人
情
の
句
は
主
観
な
り
。
主
観
と
は
,
要
す

る
に
『
我
』
の
こ
と
に
し
て
、
内
、
我
が
心
の
世
界
を
指
し
、
客
観
と
は

外
、
庶
物
の
世
界
を
指
す
。
主
観
客
観
は
、
猶
ほ
自
他
と
い
ふ
に
異
な
ら

ず
。（
朝
顔
に
我
れ
は
飯
食
ふ
男
な
り　

芭
蕉
・
人
の
世
に
尻
を
す
ゑ
た

る
瓢
か
な　

蕪
村
）

1　

人
の
世
に
尻
を
す
ゑ
た
る
瓢
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

四
明
は
こ
の
句
を
、
叙
景
の
句
つ
ま
り
客
観
で
あ
り
、
客
観
と
は
「
外
、
庶

物
の
世
界
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
全
集
』
は
「
ふ
く
べ
の
な
り
を
見

て
い
る
と
、
う
る
さ
い
俗
世
に
で
ん
と
開
き
直
っ
て
、
尻
を
す
ゑ
た
か
の
よ
う

だ
。
陋
巷
に
あ
っ
て
一
簞
の
食
一
瓢
の
飲
を
楽
し
ん
だ
あ
の
顔
回
の
よ
う
に
」

と
言
い
、
貧
乏
暮
ら
し
も
天
命
と
し
て
楽
し
み
、
徳
行
を
以
て
聞
こ
え
た
孔
子

の
高
弟
顔
回
（
顔
淵
）
の
面
影
を
俳
意
と
し
て
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
は

余
情
の
問
題
と
し
て
興
味
深
い
指
摘
だ
が
、
こ
う
し
た
鑑
賞
よ
り
も
四
明
の
意

図
に
必
要
な
も
の
は
、
客
観
に
対
す
る
主
観
句
と
し
て
、
芭
蕉
の
「
朝
顔
に
我

は
飯
食
ふ
男
な
り
（『
芭
蕉
全
句
集
』
→
お
と
こ
哉
）」（
虚
栗
）
を
対
照
さ
せ
、

「
叙
景
の
句
は
、
客
観
に
し
て
人
情
の
句
は
主
観
な
り
。
主
観
と
は
、
要
す
る

に
『
我
』
の
こ
と
に
し
て
、
内
我
が
心
の
世
界
を
指
し
、
客
観
と
は
、
外
、
庶

物
の
世
界
を
指
す
、
主
観
客
観
は
、
猶
ほ
自
他
と
い
ふ
に
異
な
ら
ず
」
と
結
ぶ

点
に
あ
る
。
こ
の
句
は
前
書
に
よ
っ
て
、
門
人
其
角
の
「
草
の
戸
に
我
は
蓼た

で

く
ふ
ほ
た
る
哉
」
に
唱
和
し
た
句
と
さ
れ
る
（『
芭
蕉
全
句
集
』（
角
川
ソ
フ
ィ

ア
文
庫
）
雲
英
末
雄
・
佐
藤
勝
明
訳
注
）。
芭
蕉
が
其
角
に
対
し
「
自
ら
を
蓼

食
う
蛍
に
た
と
え
た
君
と
違
い
、
私
は
朝
顔
の
花
を
見
つ
つ
飯
を
食
べ
る
男
な

の
だ
」
と
答
え
て
、「
平
凡
な
生
き
方
の
中
に
も
俳
諧
の
道
は
あ
り
う
る
こ
と

を
示
し
た
と
も
見
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
四
明
の
目
的
は
蕪
村
・
芭
蕉
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の
二
句
に
よ
っ
て
客
観
・
主
観
の
味
わ
い
の
違
い
を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
な
お
「
自
他
と
い
ふ
に
異
な
ら
ず
」
と
い
う
補
足
は
、
主
観
と
は
自

（
作
中
人
物
の
言
動
や
心
情
を
述
べ
た
句
）
で
、
客
観
と
は
他
（
作
中
人
物
の

言
動
や
心
情
を
他
者
か
ら
み
て
述
べ
た
句
）
と
い
う
連
句
の
心
得
に
異
な
ら
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
蕪
村
の
句
は
瓢
の
心
情
を
作
者
の
側
か
ら

読
み
取
っ
た
句
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
一
章
「
誘
引
」
の
終
わ
り
に
四
明
は
俳
諧
そ
の
も
の
に
振
仮
名
を
す
る
よ

う
な
鬼
貫
の
一
句
を
選
び
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

○
俳
諧
は
、
一
種
小
型
の
詩
に
過
ぎ
ず
、
然
り
と
雖
も
、
平
民
文
学
の
称

あ
る
に
負
か
ず
、
普
く
各
種
の
階
級
に
流
布
し
、
趣
味
の
啓
発
、
理
想
の

化
醇
に
勢
力
あ
る
こ
と
、
寧
ろ
他
の
文
藝
に
勝
る
も
の
あ
り
。
今
こ
れ
を

假マ
マ

り
て
試
み
に
美
学
に
入
る
の
門
を
敲
く
。
さ
れ
ど
美
学
を
学
ふ
は
、
猶

ほ
俳
諧
を
学
ふ
が
如
し
、
易
き
に
似
て
易
か
ら
ず
、
難
き
に
似
て
敢
て
難

か
ら
ず
、
行
脚
吟
笻き

よ
う

唯
だ
其
れ
行
き
て
倦
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
要
す
る
の
み
。

　
　

面
白
さ
急
に
は
見
え
ぬ
芒
か
な　
　

鬼
貫

こ
こ
に
は
四
明
の
俳
諧
に
対
す
る
認
識
が
遺
憾
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。

1　

俳
諧
は
小
型
の
「
詩
」
で
あ
る
。

2　

各
種
の
階
層
に
流
布
し
趣
味
の
啓
発
、
理
想
の
化
醇
に
、
他
の
文
学
に
勝

る
も
の
が
あ
る
。

3　

美
学
も
俳
諧
も
学
ぶ
に
は
、
易
き
に
似
て
易
か
ら
ず
、
難
き
に
似
て
難
か

ら
ず
で
あ
る
。

4　

し
た
が
っ
て
美
学
も
俳
諧
も
面
白
さ
は
す
ぐ
に
は
見
え
な
い
芒
の
よ
う
な

も
の
だ
。

5　

ど
ち
ら
も
倦
む
こ
と
な
く
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る
。

四
明
が
鬼
貫
の
句
に
託
し
た
「
俳
諧
」
の
本
質
を
解
説
す
る
よ
う
な
、
引
用

句
が
巧
み
で
あ
る
。

「
面
白
さ
急
に
は
見
え
ぬ
芒
か
な　
　

鬼
貫
」。

第
二
章　

官
覚

五
官
（
四
明
は
五
官
す
べ
て
に
引
例
し
て
解
説
す
る
が
、
今
回
は
低
級
官
能

「
触
覚
」
を
取
り
上
げ
る
）。

四
明
は
先
ず
五
官
の
定
義
を
、「
主
観
、
客
観
の
両
間
に
立
ち
、
之
れ
が
媒

介
を
な
し
、
彼
を
し
て
之
れ
を
知
ら
し
む
る
も
の
を
五
官
と
す
」
と
記
す
。
そ

し
て
五
官
と
は
「
身
外
に
森
羅
萬
象
あ
る
を
知
る
所
以
は
、
眼
之
れ
を
視
、
耳

之
れ
を
聴
き
、
舌
之
れ
を
味
ひ
、
鼻
之
れ
を
嗅
ぎ
、
皮
膚
之
れ
を
触
覚
し
、
物

あ
り
象
あ
る
を
知
覚
認
識
す
る
に
職
由
す
」
と
説
く
。
さ
ら
に
五
官
を
「
さ
れ

ど
美
学
に
於
い
て
は
、
視
聴
二
覚
を
高
級
官
能
と
し
、
他
の
味
覚
、
嗅
覚
、
触

覚
の
三
官
を
低
級
官
能
と
す
、
何
が
故
に
斯
る
區
域
を
立
る
に
や
」
と
、
西
洋

か
ら
来
た
美
学
の
分
類
に
四
明
自
身
驚
き
な
が
ら
紹
介
す
る
。
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視
聴
二
覚
は
高
級
な
官
能
で
あ
り
、
味
、
嗅
、
触
、
は
低
級
な
官
能
で
あ
る

と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
価
値
観
は
、
そ
の
発
想
の
新
鮮
さ

で
、
明
治
の
人
々
の
興
味
を
美
学
に
引
き
つ
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

低
級
官
能
「
触
覚
」

2　

行
く
春
や
お
も
た
き
琵
琶
の
抱
こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

蕪
村

触
覚
に
つ
い
て
は
四
明
が
例
を
あ
げ
て
解
く
の
で
最
初
に
そ
れ
を
引
用
す
る
。

○
触
覚
は
触
れ
て
物
の
有
無
を
知
る
の
み
な
ら
ず
、
寒
暖
を
も
知
り
、
物

の
滑
澤
、
粗
糙
、
滋
潤
、
乾
燥
な
ど
も
皆
觸
官
の
感
じ
な
り
。
さ
れ
ば
、

俳
諧
の
朝
寒
ぶ
、
夜
寒
ぶ
、
暑
さ
、
涼
し
さ
、
の
類
い
は
言
は
ず
も
が
な
、

水
ぬ
る
む
、
露
じ
め
り
、
干
か
ら
び
て
な
ど
や
う
の
言
葉
も
、
硬
軟
、
軽

重
、
及
び
玉
肌
、
鐵
石
心
、
な
ど
の
詩
語
に
至
る
ま
で
、
皆
此
官
覚
よ
り

出
て
、
転
用
し
た
る
も
の
に
す
ぎ
ず
。

『
全
集
』
句
解
は
「
過
ぎ
ゆ
く
春
。
や
る
せ
な
い
気
分
を
琵
琶
を
か
き
鳴
ら

し
て
払
お
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
膝
に
感
ず
る
重
さ
に
、
喪
失
感
と
倦
怠
感
は
い

よ
い
よ
深
い
。
そ
こ
に
は
か
つ
て
中
国
の
詩
人
が
女
に
代
わ
っ
て
詠
じ
た
閨
怨

の
情
に
通
う
も
の
が
あ
る
」
と
す
る
。「
閨
怨
」
つ
ま
り
「
夫
に
捨
て
ら
れ
た

妻
の
ひ
と
り
ね
の
寂
し
さ
」（
広
辞
苑
）
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
移
り
ゆ
く
春
と
い
う
季
節
を
惜
し
む

感
慨
を
、
琵
琶
の
重
た
さ
の
微
妙
な
「
触
感
」
で
こ
ま
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い

る
句
で
あ
る
。

触
覚
は
四
明
の
解
説
の
よ
う
に
、
触
れ
る
対
象
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
心

の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
重
た
さ
、
手
触
り
も
微
妙
に
変
化
す
る
。
そ
の
触
覚
の

感
覚
に
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
詩
的
表
現
や
比
喩
表
現
が
あ
る
の
だ
、
と
言
う
。

例
え
ば
夜
寒
ぶ
（
夜
寒
）、
露
じ
め
り
、
玉
肌
、
な
ど
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
つ
「
鉄
石
心
」
は
鉄
と
石
の
硬
い
感
触
を
重
ね
て
、
強
い
意
志
、
強
い
精

神
力
の
譬
え
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
西
洋
の
美
学
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
触
覚
」
と
い
う
言
葉
一
つ
を
み
て
も
、
日
本
人
は
繊
細
な
深
い
感
受
性
を
も

っ
て
、
豊
富
な
語
彙
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
的
表
現
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を

四
明
は
主
張
し
て
い
る
。

第
三
章　

形
式
の
美 

形
式○

総
て
現
象
に
は
形
式
あ
り
。
例
え
ば
三
角
、
四
角
、
円
、
半
円
、
球
、

骰さ
い

子こ
ろ

な
ど
云
へ
る
が
如
く
、
総
て
空
な
る
も
の
に
し
て
唯
だ
線
を
以
て
表

し
た
る
輪
郭
な
り
。（
我
宿
は
四
角
な
影
を
窓
の
月　

芭
蕉
）
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3　

苗
代
の
色
紙
に
遊
ふ
蛙
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
「
ま
る
で
緑
の
色
紙
の
よ
う
な
苗
代
に
泳
ぐ
蛙
。
歌
を
詠
も

う
と
し
て
、
し
き
り
に
案
じ
て
い
る
風
情
だ
。『
古
今
集
』
序
〈
花
に
鳴
く
鴬
、

水
に
棲
む
蛙
（
中
略
）
い
ず
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
〉
を
利
か
せ
た
」。

『
古
今
集
』
に
依
拠
す
る
美
し
い
世
界
で
あ
る
が
、
四
明
は
「
形
式
の
美
」

を
問
題
と
す
る
の
で
、
色
紙
の
よ
う
な
き
っ
か
り
し
た
、
長
方
形
の
苗
代
の
句

を
引
例
と
し
、
形
そ
の
物
の
美
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

「
方
形
は
其
の
角
相
同
じ
く
、
其
の
邊
相
同
じ
く
、
規
律
有
り
。
秩
序
有
り
」、

と
し
て
そ
の
規
則
的
な
形
に
美
を
認
め
、「
平
面
も
立
体
も
、
皆
輪
郭
を
線
と

看
做
せ
ば
、
鏡
餅
の
如
き
、
菱
餅
の
如
き
、
団
扇
、
蚊
帳
、
手
球
、
炭
団
、
雪

轉
げ
の
類
」
に
は
皆
形
式
の
美
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
形
式
の
美
は
、
俳
諧
の
題

に
も
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

節
奏

4　

春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
〳
〵
哉　
　
　
　
　

蕪
村

蕪
村
初
期
の
代
表
句
で
あ
る
。

『
全
集
』
句
解
は
「
春
の
海
が
日
が
な
一
日
、
も
の
憂
げ
に
、
の
た
り
の
た

り
と
寄
せ
て
は
返
し
て
い
る
。
駘
蕩
た
る
大
景
に
漂
う
春
懶
の
情
。
三
宅
嘨
山

評
「
平
淡
而
逸
」（
古
選
）
→
「
海
の
音
一
日
遠
き
小
春
哉
」（
暁
台
句
集
）」。

と
あ
り
、
大
景
に
漂
う
春
懶
の
情
を
詠
ん
だ
句
と
す
る
。

四
明
は
、
形
式
の
中
の
節
奏
（
変
化
の
尺
度
）
を
解
説
す
る
句
と
し
て
引
用

す
る
の
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

○
二
線
の
中
間
に
弧
線
を
加
へ
、
そ
の
経
過
を
円
滑
に
す
る
に
至
れ
ば
コ

ン
タマ

マ

ラ
ス
ト
も
消
滅
せ
ず
し
て
二
線
は
自
然
に
節
奏
的
に
結
合
せ
ら
る
ゝ

の
外
、
茲
に
曲
線
の
自
由
顕
れ
来
た
り
て
、
一
の
形
よ
り
他
の
形
に
移
り

行
く
の
感
を
与
ふ
べ
し
。
波
線
は
即
ち
其
の
一
例
に
し
て　

春
の
海
ひ
ね

も
す
の
た
り
〳
〵
哉　

の
美
を
な
し
、（
略
）
ポ
ガ
ル
ト
が
蛇
線
を
も
っ

て
節
奏
美
の
最
た
る
も
の
と
し
、
美
の
線
と
名
を
命
じ
た
る
は
（
略
）
一

理
な
き
に
あ
ら
ず
。

波
線
（
蛇
線
）
は
も
っ
と
も
美
し
い
節
奏
美
と
し
て
、
ポ
ガ
ル
ト
が
「
美
の

線
」
と
名
付
け
た
の
だ
と
い
う
情
報
は
、
日
本
人
に
こ
の
句
の
解
釈
に
新
し
い

価
値
観
を
付
与
し
、
目
を
開
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。　

第
四
章　

本
體
の
美

本
體○

現
象
に
美
の
形
式
有
り
。
さ
れ
ど
形
式
は
形
式
の
み
、
空
な
る
も
の
な

り
。
此
の
空
を
塡
め
、
形
式
の
中
に
充
満
せ
る
も
の
あ
り
、
之
を
本
體
と
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す
、
内
容
と
も
、
生
命
と
も
謂
ふ
。

○
物
の
形
式
は
耳
目
之
を
認
め
得
れ
ど
も
、
そ
の
本
體
は
、
精
神
獨
り
之

を
認
む
る
の
み
。

5　

飛
ひ
か
は
す
矢
竹
心
や
親
雀　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
「
子
雀
を
育
て
る
た
め
の
餌
を
あ
さ
っ
て
、
親
雀
た
ち
が
せ

わ
し
く
飛
び
交
っ
て
い
る
、
そ
の
懸
命
さ
」
と
し
て
母
雀
の
餌
を
さ
が
す
懸
命

さ
を
詠
ん
だ
句
と
す
る
。

四
明
は
本
體
の
美
の
解
説
句
と
す
る
の
で
『
全
集
』
句
解
を
一
歩
進
め
て
、

「
飛
び
か
は
す
は
、
眼
に
見
え
る
現
象
の
形
式
な
れ
ど
も
、
矢
竹
心
と
い
ふ
が
、

精
神
獨
り
形
式
の
中
に
認
め
得
る
親
雀
の
本
體
た
る
が
如
し
」
と
す
る
。

つ
ま
り
、
懸
命
に
餌
を
探
し
て
飛
び
回
る
親
雀
の
、
真
剣
な
眼
に
見
え
る
姿

は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
の
親
の
姿
で
も
あ
る
。
懸
命
に
命
を
育
て
る

そ
の
心
こ
そ
、
空
の
形
式
を
充
満
さ
せ
る
本
體
の
美
で
あ
る
と
謂
っ
て
い
る
。

（
矢
竹
心
・
弥
猛
心
→
い
よ
い
よ
猛
り
勇
む
心
・
は
や
る
心
）。

理
想
を
得
る
範
囲

○
彼
の
プ
ラ
ト
オ
が
、
理
想
は
、
色
も
な
く
、
時
も
な
く
、
又
體
も
な
き

形
式
な
り
と
謂
ひ
た
る
が
ご
と
く
、
殆
ど
捕
捉
し
難
か
る
べ
し
。
何
と
な

れ
ば
、
人
に
は
男
女
あ
り
、
人
種
あ
り
、
日
本
人
は
即
ち
黄
色
人
を
以
て

理
想
の
人
と
す
べ
く
、
欧
蘿
巴
人
は
、
白
皙
種
の
人
を
以
て
理
想
と
す
べ

く
、
到
底
全
體
を
通
じ
て
円
満
な
る
理
想
は
得
難
け
れ
ば
な
り
。

6　

駒
迎
へ
こ
と
に
ゆ
ゝ
し
や
額
白　
　
　
　
　

蕪
村

駒
迎
は
、
陰
暦
八
月
一
六
日
、
東
国
よ
り
貢
進
の
駒
を
左
馬
寮
の
役
人
が
近

江
国
逢
坂
山
に
出
迎
え
る
王
朝
時
代
の
行
事
で
あ
る
。
額
白
は
額
の
上
に
白
い

毛
が
あ
る
馬
で
、
こ
れ
を
月
白
（
つ
き
し
ろ
）
と
い
い
珍
重
す
る
。

『
全
集
』
句
解
で
は
「
駒
迎
え
の
行
事
の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の

は
額
白
の
馬
。
月
白
の
名
に
つ
け
て
も
、
折
か
ら
十
六
夜
の
月
に
東
の
空
の
白

む
思
い
が
す
る
」。

人
が
、
馬
の
理
想
を
思
い
描
く
と
き
は
、
過
去
の
経
験
か
ら
知
識
を
喚
び
起

こ
し
、
そ
こ
に
さ
ら
に
美
を
加
え
、
醜
を
除
い
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
名

馬
を
思
い
描
く
の
だ
と
、
四
明
は
い
う
。

○
馬
の
理
想
を
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
自
家
の
知
識
経
験
に
就
き
て
観
念
を

再
現
し
、
格
好
な
る
形
式
を
得
て
、
円
満
な
る
本
體
を
有
せ
し
め
、
醜
を

除
き
、
美
を
加
へ
、
斯
く
て
得
た
る
理
想
の
馬
が
、
生
食
（
い
け
ず
き
・

名
馬
の
名　

筆
者
註
）、
磨
墨
（
す
り
す
み
・
同
・
同
註
）
の
ご
と
く
、

（
略
）
駿
馬
に
髣
髴
た
る
も
の
に
し
て
、
踏
勝
萬
里
の
勢
を
有
し
、
骨
格

も
整
ひ
、
雄
姿
比
類
な
き
も
の
な
ら
ん
か
。

か
た
や
驢
馬
を
み
て
違
和
感
が
あ
る
の
は
、
既
に
馬
の
美
に
つ
い
て
の
理
想
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的
概
念
が
あ
り
、
こ
れ
を
尺
度
に
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
。

第
五
章　

交
感
の
美

交
感7　

梅
ち
り
て
寂
し
く
な
り
し
柳
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
は
「
浅
緑
色
の
芽
吹
き
で
梅
の
白
と
春
を
彩
っ
て
き
た
柳
は
、

梅
が
散
っ
て
相
棒
を
失
い
、
す
っ
か
り
淋
し
く
な
っ
た
こ
と
だ
」
と
喪
失
感
を

詠
ん
だ
句
と
す
る
。

四
明
の
解
説
は
、「
一
物
の
あ
る
處
へ
他
の
一
物
が
来
た
と
き
、
相
互
の
関

係
に
調
和
を
得
れ
ば
、
交
感
の
美
を
増
し
、
調
和
を
失
え
ば
美
は
減
ず
る
」
そ

れ
が
交
感
の
美
で
あ
る
と
言
う
。

早
春
の
光
の
中
で
、
白
い
梅
の
花
と
浅
緑
の
柳
の
芽
吹
き
は
両
者
相
ま
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
春
を
謳
歌
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
両
者
の
関
係

は
互
い
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
「
交
感
の
美
」
は
大
い
に
益
し
て
い
た
が
、
梅

の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
と
忽
ち
そ
の
調
和
の
美
は
消
え
、
柳
に
と
っ
て
も
、
客

観
的
に
視
る
も
の
に
と
っ
て
も
美
は
減
じ
る
。「
二
者
合
し
て
新
た
に
一
音
と

な
り
、
諧
和
を
得
て
快
感
を
与
ふ
る
か
、
或
は
諧
和
を
失
ひ
て
不
快
感
を
与
ふ

る
か
、
一
を
減
じ
、
或
は
一
を
增
す
毎
に
、
相
互
の
関
係
は
自
ら
變
ず
る
も
の

な
り
」
と
四
明
は
「
交
感
の
美
」
を
解
説
し
て
い
る
。

表
情
術

8　

少
な
る
醫
師
は
ひ
し
き
頭
巾
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

　
　
　
　
（
眇す

が
め

な
る
医く
す
し師

わ
び
し
き
頭
巾
哉
）

頭
巾
は
冬
の
季
題
、
眇
（
す
が
め
）
は
片
目
が
不
自
由
な
こ
と
。

『
全
集
』
句
解
「
面
を
包
み
目
ば
か
り
出
し
た
気
儘
頭
巾
。
坊
主
頭
を
隠
す

の
に
遊
里
へ
通
う
若
い
医
師
が
愛
用
し
た
が
、
片
目
の
医
師
に
と
っ
て
は
、
ど

う
も
が
っ
く
り
。
目
だ
け
露
出
し
た
、
そ
の
片
方
が
不
具
と
あ
っ
て
は
」。
表

情
術
と
は
「
象
徴
た
り
」
と
四
明
は
い
う
。
こ
の
句
は
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の

表
情
術
を
解
説
す
る
た
め
の
引
例
で
あ
る
の
で
、
眇
の
医
師
を
嘲
る
よ
う
な
句

解
は
、
四
明
の
意
図
と
は
異
な
る
。
若
い
医
師
が
、
眇
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
、
遊
里
に
通
い
た
い
気
持
ち
は
お
な
じ
で
あ
ろ
う
。
人
目
を
避
け
て
頭
巾
を

被
っ
て
出
る
眇
の
医
師
の
姿
を
、
蕪
村
は
「
わ
び
し
き
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

の
場
合
の
「
わ
び
し
き
」
は
「
孤
独
な
、
寂
し
い
、
あ
わ
れ
な
」
様
子
で
あ
ろ

う
。
表
情
術
で
は
、
心
の
感
情
が
ど
の
よ
う
に
、
姿
、
形
、
挙
動
に
表
れ
て
い

る
か
が
問
題
な
の
で
、
蕪
村
も
、
四
明
も
「
愛
」
と
「
哀
」
を
込
め
て
こ
の
句

の
「
わ
び
し
き
」
を
共
有
し
て
い
よ
う
。
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第
六
章　

醜
及
其
他

○
藝
術
の
何
た
る
を
問
は
ず
、
愈
よ
人
間
の
生
活
に
近
き
も
の
は
、
益
す

多
く
の
醜
を
用
ひ
ざ
る
を
得
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
人
間
生
活
の
實
を
写
し
、

眞
に
描
か
ん
と
欲
す
れ
ば
、
勢
ひ
醜
の
避
け
得
可
か
ら
ざ
る
も
の
多
か
れ

ば
な
り
。

○
詩
の
中
に
就
い
て
も
、
我
が
俳
諧
は
特
に
種
々
方
面
よ
り
醜
を
持
ふ
る

の
傾
き
あ
り
。
否
寧
ろ
好
み
て
醜
を
用
ふ
る
が
如
し
。
平
民
文
学
の
称
あ

り
、
俗
談
平
話
の
標
榜
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
に
し
て
、
俳
諧
の
俳
諧
た

る
所
以
も
、
亦
此
の
本
領
に
在
る
か
。（
蚤
虱
馬
の
尿
す
る
枕
も
と　

芭

蕉
）。

9　

み
の
虫
の
古
巣
に
添
う
て
梅
二
輪　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
「
蓑
虫
の
古
巣
が
ぶ
ら
下
が
る
同
じ
枝
の
す
ぐ
わ
き
に
、
見

れ
ば
梅
花
が
二
輪
咲
き
初
め
た
。
春
の
到
来
を
、
昨
秋
来
ぶ
ら
下
が
る
蓑
虫
の

古
巣
で
強
調
す
る
」。

四
明
は
こ
の
句
の
状
況
を
、
以
下
の
よ
う
に
興
味
深
い
解
説
を
し
て
い
る
。

「
美
醜
の
取
り
合
せ
よ
り
、
美
の
一
層
美
を
加
ふ
る
は
、
恰
も
玻
璃
鏡
背
の

水ア
マ
ル
ガ
ム

銀
剤
の
醜
が
臺
と
な
り
て
他
の
美
を
映
し
出
す
が
如
し
。
若
し
夫
れ
三
千
の

官
女
を
し
て
尽
く
美
人
な
ら
し
め
ん
か
、
美
は
美
を
壓あ

つ

し
て
美
を
失
ふ
べ
し
」

と
。
掲
出
句
は
、
醜
で
あ
る
「
蓑
虫
の
古
巣
」
に
添
う
か
ら
こ
そ
、
梅
二
輪
の

美
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。

可
怖　

怪
醜

10　

草
枯
れ
て
狐
の
飛
脚
通
り
け
り　
　
　
　
　

蕪
村

四
明
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
分
明
な
ら
ざ
る
も
の
ほ
ど
世
に
怖
ろ
し
き
は
な
く
」

と
言
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
、
世
の
中
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
怖
ろ

し
い
も
の
が
、
狐
に
仮
託
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
狐
つ
き
」
狐
の
霊
に
取
り

憑
か
れ
た
と
し
て
、
異
常
心
理
に
な
る
状
態
。「
狐
火
」
夜
、
遠
く
に
見
え
る

原
因
不
明
の
青
白
い
光
、
狐
が
灯
す
と
さ
れ
る
。
こ
の
光
が
沢
山
連
な
る
と

「
狐
の
嫁
入
り
」
の
提
灯
と
さ
れ
る
。「
狐
日
和
」
降
っ
た
り
、
照
っ
た
り
は
っ

き
り
し
な
い
天
気
、「
狐
に
つ
ま
ま
れ
る
」
狐
に
ば
か
さ
れ
た
よ
う
に
、
わ
け

が
解
ら
な
く
な
る
、
な
ど
。

『
全
集
』
解
説
に
よ
る
と
「『
甲
子
夜
話
』（
一
ノ
二
四
）
に
、
秋
田
に
は
江

戸
ま
で
藩
の
書
信
を
送
達
す
る
狐
が
い
た
話
が
見
え
る
」
と
し
、「
狐
の
使
い

の
伝
説
に
も
と
ず
き
、
蕭
条
た
る
枯
れ
野
を
横
切
っ
て
走
る
枯
れ
草
色
の
狐
の

飛
脚
の
姿
を
幻
視
し
た
も
の
。
童
話
的
詩
情
が
漂
う
」。
し
か
し
四
明
は
可
怖

の
解
説
と
し
て
引
用
す
る
の
で
、
童
話
的
詩
情
で
は
な
く
、
荒
涼
た
る
枯
れ
野

の
暗
闇
を
疾
走
す
る
黒
い
影
が
不
意
に
自
分
を
追
い
越
し
て
い
っ
た
。
あ
れ
は

何
か
、
人
か
、
獣
か
、
狐
か
、
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
恐
怖
と
驚
き
に
思
わ
ず
足
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が
竦
む
。

第
七
章　

壮
美
（
崇
高
）

時
間
に
於
け
る
崇
高

○
時
間
に
於
け
る
崇
高
も
亦
、
無
数
の
歳
月
を
経
て
生
ず
る
崇
高
に
し
て
、

例
之
ば
幾
多
の
星
霜
を
経
た
る
か
知
る
可
か
ら
さ
る
高
大
な
る
樹
木
の
如

き
、
又
古
建
築
の
如
き
、
是
な
り
。
さ
れ
ば
、
神
寂
び
た
る
大
廟
の
趣
も
、

こ
の
無
数
の
歳
月
よ
り
得
来
る
崇
高
に
し
て
、
西
行
が
、
何
事
の
お
は
し

ま
す
か
の
歌
は
、
之
に
対
す
る
難
有
涙
な
り
け
ら
し
。
歴
史
の
美
は
、
総

て
こ
の
時
間
に
於
け
る
崇
高
と
相
関
し
た
る
も
の
多
し
。

11　

宗
鑑
に
葛
水
た
ま
ふ
大
臣
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

「
時
間
に
於
け
る
崇
高
」
を
解
説
す
る
句
で
あ
る
。
四
明
の
解
説
に
あ
る
よ

う
に
「
時
間
に
於
け
る
崇
高
」
と
は
「
無
数
の
歳
月
を
経
て
生
ず
る
崇
高
」
に

し
て
、「
幾
多
の
星
霜
を
経
た
広
大
な
る
樹
木
の
如
き
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

宗
鑑
は
室
町
時
代
の
連
歌
師
で
俳
人
。
や
せ
た
姿
を
水
鏡
に
映
し
て
い
る
と
き

近
衛
殿
が
「
宗
鑑
の
姿
を
見
よ
や
か
き
（
餓
鬼
）
つ
ば
た
」
と
問
い
か
け
た
の

に
対
し
、「
飲
ま
ん
と
す
れ
ば
夏
（
無
）
の
沢
水
」
と
即
座
に
応
え
た
（
雑
談

集
）。
こ
の
場
合
、
無
数
の
歳
月
、
時
間
を
経
て
生
じ
る
「
歳
月
の
崇
高
」
と

は
、
年
老
い
て
や
せ
た
宗
鑑
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
衛
の
大
臣
は
即
妙

の
句
で
応
じ
た
宗
鑑
に
、
渇
を
癒
や
し
、
夏
や
せ
に
効
あ
る
葛
水
を
賜
っ
た
。

し
た
が
っ
て
四
明
の
意
図
は
『
全
集
』
句
解
の
「
当
意
即
妙
の
句
で
応
じ
た
宗

鑑
に
、
夏
や
せ
に
効
あ
る
葛
水
を
賜
る
近
衛
の
大
臣
。
ま
こ
と
に
気
の
利
い
た

応
酬
」、
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「
時
間
に
於
け
る
崇
高
」
を
体
現
し
て
い
る
老

宗
鑑
に
注
目
し
た
引
用
で
あ
る
。

宇
宙
天
道
の
崇
高

○
神
あ
り
、
佛
あ
り
、
宇
宙
に
天
則
あ
り
と
し
て
、
天
の
崇
高
を
感
ず
る

は
宗
教
根
本
の
感
情
に
し
て
、
こ
れ
を
宇
宙
天
道
の
崇
高
と
す
。
自
ら
我

の
何
た
る
を
省
み
、
空
間
の
無
窮
な
る
、
時
間
の
無
限
な
る
、
自
然
力
の

偉
大
な
る
に
対
し
て
人
生
の
果
敢
な
き
も
の
た
る
を
悟
り
て
は
、
有
る
に

甲
斐
な
く
悲
し
く
哀
れ
な
れ
ど
も
、
又
翻
り
て
、
我
も
神
仏
の
子
な
り
、

天
の
生
み
た
る
も
の
な
り
、
我
と
天
と
は
同
體
な
り
、
何
の
悲
し
む
こ
と

が
あ
る
と
、
所
謂
安
心
立
命
の
地
を
得
れ
ば
、
悲
し
き
中
に
も
悦
び
を
得

て
、
こ
こ
に
悲
壮
の
感
じ
成
り
立
つ
な
り
。

12　

淋
し
さ
の
う
れ
し
く
も
あ
り
秋
の
暮　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
解
説
は
「
寂
し
さ
が
時
に
か
え
っ
て
心
の
支
え
と
な
り
、
う
れ
し
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く
も
あ
る
。
寂
し
さ
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
味
気
な
い
だ
ろ
う
」。
→
西

行
「
訪
ふ
人
も
思
ひ
絶
え
た
る
山
里
の
寂
し
さ
な
く
ば
住
み
憂
か
ら
ま
し
」

（
山
家
集
）
芭
蕉
「
憂
き
我
を
寂
し
が
ら
せ
よ
閑
古
鳥
」（
嵯
峨
日
記
）。

宇
宙
崇
高
を
説
く
引
例
句
で
あ
る
。
四
明
に
よ
れ
ば
「
宇
宙
天
道
の
崇
高
は
、

即
ち
是
人
生
の
悲
壮
観
に
て
、
宗
教
観
の
悲
壮
と
も
、
哲
学
観
の
崇
高
と
も
謂

う
ふ
べ
く
、
崇
高
の
崇
高
た
る
も
の
な
り
」
と
す
る
。
ま
た
「
崇
高
は
、
総
て

一
た
び
打
撃
を
受
け
、
壓
抑
せ
ら
れ
て
而
し
て
後
に
生
ず
る
昂
揚
怡
悦
の
感
覚

な
り
」
と
い
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
藝
術
の
崇
高
は
、
芸
術
家
の
胸
中
に
此
の

崇
高
の
感
覚
あ
り
て
、
初
め
て
其
の
作
品
を
得
べ
く
」
と
も
あ
る
の
で
、『
全

集
』
解
説
の
よ
う
に
、
寂
し
さ
を
心
の
支
え
と
し
て
、
そ
れ
を
深
く
味
わ
う
と

い
う
よ
り
、
こ
の
胸
中
の
思
い
を
力
に
高
い
境
地
を
え
て
ど
の
よ
う
に
優
れ
た

藝
術
作
品
に
表
現
す
る
か
、
を
説
こ
う
と
す
る
引
用
句
で
あ
る
。

第
八
章　

葛
藤 

類
の
葛
藤

○
類
の
葛
藤
と
は
、
人
と
人
と
の
葛
藤
に
非
ず
し
て
、
人
と
他
の
動
物
と

の
葛
藤
な
り
。
例
之
ば
、
日
本
武
尊
の
巨
蛇
を
屠
り
給
ひ
た
る
が
如
き
、

雄
略
天
皇
の
野
猪
を
蹴
殺
し
給
ひ
た
る
が
如
き
、
皆
崇
高
な
る
類
の
葛
藤

な
り
。

13　

秋
寒
し
藤
太
が
鏑
ひ
ゝ
く
と
き　
　
　
　
　

蕪
村

「
類
の
葛
藤
」
と
は
人
と
動
物
の
葛
藤
で
あ
る
、
と
言
う
。

俵
藤
太
は
本
名
藤
原
秀
郷
。
藤
太
が
滋
賀
県
の
三
上
山
で
む
か
で
を
退
治
し

た
伝
説
は
、
京
都
人
で
あ
る
四
明
や
そ
の
周
辺
の
人
々
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
伝

説
で
あ
ろ
う
。『
俳
諧
美
学
』
で
は
、
当
時
ま
だ
人
々
に
と
っ
て
耳
慣
れ
な
い

「
美
学
」
を
解
説
す
る
た
め
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
伝
説
上
の
人
物
を
詠
ん
だ
句

も
度
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
々
に
理
解
を
促
す
方
法
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
で
き
た
の
は
蕪
村
が
そ
う
し
た
伝
説
や
物
語
上
の
人
物
を
詠
ん
だ
句
を
多

数
作
っ
て
い
た
こ
と
が
、
四
明
の
意
図
に
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
句
も
『
全
集
』
句
解
は
「
澄
み
切
っ
た
空
に
俵
藤
太
の
鏑
矢
が
勇
壮
に
響

き
わ
た
る
時
、
晩
秋
の
冷
気
が
い
ち
だ
ん
と
冴
え
る
」、
と
し
て
晩
秋
の
冷
気

を
詠
ん
だ
句
と
す
る
が
類
の
葛
藤
の
振
仮
名
と
し
た
四
明
の
意
図
は
、
今
ま
さ

に
、
藤
太
が
全
身
を
込
め
て
む
か
で
に
放
っ
た
、
闘
う
鏑
の
勇
壮
な
音
の
響
き

に
、
類
の
葛
藤
の
美
を
見
出
し
て
い
る
。

感
動
（
葛
藤
解
の
美
）

14　

御
手
打
ち
の
夫
婦
な
り
し
を
衣
更　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
「
武
家
奉
公
の
若
い
男
女
が
不
義
を
働
き
お
家
の
御
法
度
に
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触
れ
た
と
し
て
御
手
打
ち
に
な
る
と
こ
ろ
を
許
さ
れ
、
世
に
隠
れ
て
夫
婦
暮
ら

し
を
し
て
い
る
。
更
衣
の
季
節
に
小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
衣
服
に
改
め
る
に
つ
け
、

生
き
永
ら
え
た
無
事
を
喜
び
合
う
気
持
ち
に
浸
る
。
小
説
的
構
想
の
人
事
句
」。

感
動
を
伴
う
「
葛
藤
解
の
美
」
を
解
説
す
る
引
例
句
で
あ
る
。
四
明
は
次
の
よ

う
に
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
掲
出
句
は
蕪
村
の
名
句
と
し
て
知
ら
れ
る
。

○
感
動
は
記
憶
よ
り
起
こ
る
も
の
あ
り
。
例
え
ば
、
手
打
ち
に
せ
ん
と
て
、

引
き
出
し
た
る
不
義
の
二
人
を
見
て
、
彼
は
我
を
愛
し
み
た
る
乳
母
の
子

な
り
、
忠
臣
な
る
某
の
子
な
り
、
な
ど
の
記
憶
よ
り
感
動
を
起
こ
し
、
怒

り
も
自
ら
解
け
る
が
如
き
葛
藤
解
の
美
な
り
。

葛
藤
が
解
け
て
感
動
に
導
か
れ
る
「
葛
藤
解
の
美
」
の
場
面
を
四
明
は
他
に

次
の
よ
う
に
想
定
す
る
。

○
諫
言
、
説
諭
、
親
の
愛
、
小
児
の
無
邪
気
、（
略
）
之
が
為
に
解
け
、

崇
高
も
頓
に
挫
け
て
涙
に
咽
ぶ
に
至
る
な
り
。　

第
九
章　

悲
壮

俳
諧
の
悲
壮

○
俳
句
に
於
い
て
、
秋
の
暮
れ
を
悲
し
と
し
、
冬
の
時
雨
を
淋
し
と
す
る

は
、
春
の
自
然
の
美
し
く
、
夏
の
自
然
の
崇
高
な
る
が
凋
落
の
運
命
に
傾

け
る
を
見
て
、
彼
の
栄
枯
盛
衰
の
理
よ
り
得
た
る
宗
教
觀
と
も
、
白
骨
觀

と
も
謂
ふ
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
此
の
觀
念
を
將
て
自
然
に
對
せ
ん
に
は
何

も
の
か
悲
哀
の
色
を
帯
び
ざ
る
べ
き
、
秋
の
暮
の
み
な
ら
ず
、
冬
の
時
雨

の
み
な
ら
ず
、
花
咲
き
、
鳥
啼
く
天
地
と
雖
も
、
視
る
も
の
、
聴
く
も
の
、

皆
悲
哀
な
ら
ざ
る
は
無
か
る
べ
し
。

○
俳
諧
に
侘
び
と
謂
ひ
、
寂
び
と
い
ふ
も
、
畢
竟
此
の
人
生
觀
、
宗
教
觀

あ
り
て
初
め
て
生
じ
來
る
の
感
情
な
る
を
知
る
べ
し
『
古
池
』
や
の
芭
蕉

の
句
も
、
此
の
宗
教
觀
、
人
生
觀
あ
り
と
し
て
、
初
め
て
其
の
情
趣
の
解

し
得
ら
る
ゝ
も
の
な
る
を
。

15　

し
く
る
ゝ
や
長
田
が
館
の
風
呂
時
分　
　
　
　
　

蕪
村

『
全
集
』
句
解
「
義
朝
を
殺
め
ん
と
の
計
画
で
不
気
味
な
気
配
の
漂
う
長
田

忠
致
の
館
で
風
呂
が
わ
く
時
分
、
運
命
の
急
転
を
告
げ
る
か
の
如
く
、
に
わ
か

の
時
雨
が
催
し
て
き
た
。
変
転
常
な
き
時
雨
の
詩
情
を
、
緊
迫
し
た
歴
史
の
一

こ
ま
の
中
に
と
ら
え
た
も
の
」。

平
治
の
乱
に
破
れ
た
源
義
朝
は
、
落
ち
延
び
て
頼
っ
た
尾
張
の
長
田
忠
致
に
、

風
呂
に
入
っ
て
い
て
謀
殺
さ
れ
る
。
そ
の
故
事
の
緊
迫
感
を
、
前
触
れ
も
な
く
、

さ
っ
と
降
り
さ
っ
と
過
ぎ
る
時
雨
に
託
し
、
非
業
の
死
に
消
え
る
命
の
瞬
間
を

「
悲
壮
」
の
引
例
と
し
て
い
る
。（
義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風　

芭
蕉
）
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第
十
章　

滑
稽 

16　

学
問
は
尻
か
ら
ぬ
け
る
蛍
か
な　
　
　
　
　

蕪
村

こ
れ
も
四
明
が
「
滑
稽
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

○
初
五
は
尋
常
の
こ
と
な
れ
ど
、
中
七
に
居
た
り
て
一
驚
を
喫
す
べ
し
。

取
合
わ
せ
の
餘
り
に
不
相
応
な
れ
ば
な
り
。
さ
れ
ど
、
終
り
の
『
螢
か
な
』

に
至
れ
ば
『
学
問
は
』
も
、
車
胤
の
故
事
よ
り
道
理
ら
し
う
聞
え
、『
尻

か
ら
抜
け
る
』
も
腹
下
に
火
を
點
す
蛍
の
こ
と
、
無
理
な
ら
ぬ
取
合
わ
せ

の
如
し
。
然
も
、
唖
然
一
笑
の
禁
し
難
き
は
、
何
等
の
道
理
も
な
く
、
論

理
も
な
く
、
却
つ
て
背
理
の
馬
脚
の
露
は
る
ゝ
が
故
な
り
。

『
全
集
』
解
説
は
「
蛍
を
集
め
て
夜
も
学
ん
だ
車
胤
の
故
事
（
蒙
求
・
車
胤

聚
螢
）
も
あ
る
が
、
こ
の
蛍
と
い
う
ヤ
ツ
、
学
問
は
尻
か
ら
抜
け
る
と
見
え
て
、

尻
ば
か
り
光
ら
せ
て
い
る
。
お
前
さ
ん
も
そ
う
な
ら
ん
よ
う
に
お
し
よ
。
辛
辣

か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
風
刺
を
込
め
た
挨
拶
吟
」。

四
明
の
意
図
は
、「
滑
稽
」
で
あ
る
か
ら
「
風
刺
を
込
め
た
挨
拶
吟
」
と
は

異
な
り
、
初
五
の
「
学
問
」
と
中
七
の
「
尻
」
の
、
あ
ま
り
の
取
り
合
わ
せ
の

不
相
応
に
、
大
い
に
驚
き
、
し
か
し
、「
蛍
」
な
ら
車
胤
の
学
問
の
故
事
も
あ

る
こ
と
、
何
の
不
思
議
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
納
得
し
て
皆
で
笑
っ
て
し
ま

う
所
が
、
ま
さ
に
滑
稽
、
道
理
や
論
理
な
ど
は
却
っ
て
ぼ
ろ
を
出
す
ば
か
り
、

と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
滑
稽
と
は
、
角
力
の
同
体
の
如
く
、
双
方
傷
み
も
な

く
わ
か
れ
る
の
が
本
領
な
り
と
結
ん
で
い
る
。

○
総
て
滑
稽
の
葛
藤
は
性
質
の
相
反
し
た
る
二
物
、
角
力
の
同
体
に
落
ち

た
る
と
同
じ
く
、
双
方
傷
み
も
な
く
、
物
別
れ
と
な
る
が
本
領
な
り
。

ま
と
め

四
明
が
西
洋
の
美
学
に
十
の
美
の
項
目
を
立
て
、
多
く
蕪
村
句
を
引
例
し
て

美
学
を
解
説
し
た
『
俳
諧
美
学
』、
こ
れ
を
『
蕪
村
全
集
』
と
対
比
し
な
が
ら

百
十
句
の
全
て
を
考
察
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
予
期
せ
ぬ
示
唆
を
受
け
た
が
、
な

か
で
も
こ
の
書
が
、
明
治
時
代
に
於
け
る
、
い
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
学
受
容

の
混
乱
期
に
あ
っ
た
人
々
へ
の
、
平
易
を
目
的
と
し
た
解
説
書
と
い
う
思
い
込

み
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

資
料
2
の
「
目
次
」
に
提
示
し
た
ご
と
く
、
此
の
『
俳
諧
美
学
』
に
は
大
き

な
項
目
の
な
か
に
、
非
常
に
沢
山
の
細
か
い
美
の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
四

明
は
主
と
し
て
蕪
村
句
を
中
心
と
す
る
五
二
七
句
を
こ
の
ほ
と
ん
ど
に
対
応
さ

せ
て
引
例
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
日
本
固
有
の
伝
統
で
あ
る
発

句
に
は
西
洋
の
美
学
に
対
応
し
得
る
多
面
的
な
美
が
存
在
し
、
そ
れ
を
解
説
す

る
に
は
蕪
村
句
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
四
明
が
考
え
た
こ
と
。
そ
の
結
果
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四
明
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
学
と
日
本
の
発
句
の
な
か
に
潜
む
美
の
意
識
を
再

認
識
し
、
そ
れ
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
或
い
は
俳
諧
を
美
学
的
に
論

じ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
少
な
く
と
も
「
美
」
と
い
う
普
遍
的
な
物
差
し
を
使
っ

て
、
双
方
が
対
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
子
規
が
「
俳
句
を
も
つ
て
文
学
に
貢
献
し
た
い
」

（
陸
羯
南
『
子
規
言
行
録
』
序
）
と
語
る
と
き
、
そ
の
真
意
は
西
洋
の
「
美
学
」

を
手
掛
か
り
に
、
日
本
の
俳
句
を
真
に
「
文
学
と
し
て
高
め
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
子
規
の
随
筆
『
松
蘿
玉
液
』
に
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

明
治
二
九
年
八
月
一
四
日
、
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

日
子
規
は
新
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
夏
帽
」
と
「
日
蝕
」
の
句
を
考
え
、「
夏

帽
」
十
句
、「
日
蝕
」
二
句
の
後
に
俳
句
革
新
の
思
い
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。

（
棒
線
筆
者
）

お
日
様
を
虫
が
喰
ひ
け
り
秋
の
風

日
の
神
も
御
病
気
と
や
ら
こ
の
残
暑

な
ど
い
へ
る
。
あ
る
人
は
旧
弊
と
笑
ふ
べ
け
れ
ど
も
、
旧
弊
由
来
雅
趣
を

存
す
る
事
多
か
り
。
さ
り
と
て
明
治
の
詩
人
と
生
ま
れ
て
科
学
的
の
俳
句

も
無
く
て
や
は
、
と
戯
れ
に
、

日
と
月
と
連
な
り
あ
ふ
て
昼
暗
し

日
蝕
に
満
月
の
裏
ぞ
見
ら
れ
け
る

と
試
み
た
る
。

子
規
が
、
不
折
と
出
会
い
、
写
生
に
目
覚
め
る
の
は
、
明
治
二
七
年
『
小
日

本
』
の
頃
で
あ
る
。
写
生
は
創
作
の
方
法
と
し
て
素
晴
ら
し
い
発
見
で
あ
る
が
、

そ
の
二
年
後
の
二
九
年
の
こ
の
発
言
は
、
古
典
の
雅
趣
を
基
本
と
す
る
旧
来
の

俳
句
に
対
し
、
明
治
の
詩
人
と
し
て
「
科
学
的
な
俳
句
も
な
く
て
や
は
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
『
蕪
村
全
集
』
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
ま

で
の
俳
句
は
古
典
の
故
事
来
歴
や
漢
籍
に
依
拠
す
る
句
が
多
い
事
を
子
規
は
指

摘
し
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、
明
治
に
生
ま
れ
た
詩
人
と
し
て
、
科
学
的

な
俳
句
に
注
目
し
て
い
る
。
当
時
の
「
科
学
」
と
は
、
四
明
も
指
摘
す
る
よ
う

に
「
美
学
」
を
指
し
て
い
よ
う
。

今
日
の
美
學
は
感
覚
及
び
感
情
に
関
す
る
美
醜
一
般
の
諸
現
象
に
就
き
心

理
に
基
礎
を
置
き
、
経
験
に
徴
し
、
自
然
と
藝
術
と
を
對
境
と
し
、
其
の

美
た
る
所
以
を
審
か
に
す
る
に
あ
り
。
故
に
美
學
は
一
科
學
に
し
て
、
他

の
哲
學
及
ひ
倫
理
學
に
は
総
て
直
接
の
関
係
な
し
。

こ
の
よ
う
に
子
規
や
当
時
の
俳
人
達
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
美

学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
双
方
の
美
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
る
俳
句
の
革
新
、
文
学
と
し
て
の
向
上
に
心

血
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
中
川
四
明
の
『
俳
諧
美
学
』
と
、『
蕪
村
全
集
』
と

の
対
比
か
ら
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
初
期
段
階
で
子
規
の
真
意
と
時
代
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の
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
数
少
な
い
一
人
が
、
早
く
か
ら
ド
イ
ツ
美
学
を
翻
訳

し
研
究
し
て
い
た
中
川
四
明
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
と
平
易
を

標
榜
し
た
美
学
書
で
あ
る
『
俳
諧
美
学
』
執
筆
刊
行
の
動
機
も
、
こ
の
本
が
四

版
ま
で
再
版
さ
れ
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
明
は
、
子
規
の
俳
句
革
新
に
い
ち
早
く
反
応
し
、
日
本
派
最
初
の
地
方
俳

句
結
社
「
京
阪
俳
友
満
月
会
」
を 

明
治
二
九
年
九
月
、
水
落
露
石
、
寒
川
鼠

骨
等
と
結
ん
で
京
都
に
立
ち
上
げ
て
い
る
。

�
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Introduction of the study regarding “Haikaibigaku” 
written by Nakagawa Shimei

NEMOTO, Ayako

“Haikaibigaku” written by Nakagawa Shimei was a Haiku study issued by Hakubunkan 

in 1906. This book tried to explain about “Aesthetics” using Japanese original Haiku 

culture. At that time, “Aesthetics” got exposure among Japanese intellectuals after Mori 

Ogai translated “the aesthetic theories”, written by Hartmann, as “Shimbi Koryo” in 1899.

“Haikaibigaku” went through fourth editions, and it proved that many Haiku writers 

wanted a book of aesthetics. This unique book introduced approximately 500 Haiku poets, 

however 20% of them were written by Yosa Buson. This result shows that Japanese 

Haiku culture contains various elements of aesthetics as well as western culture, and 

Haiku poets by Buson are best examples to prove it.

This study helps to improve understanding trends of Haiku culture at that time 

through “Haikaibigaku”.


